




概算要求における執行実績を踏まえた概算要求書への反映について

　　１８年度概算要求に当たり、予算積算と執行実績の乖離していた事業について洗い直し作業を

　行い、作業の結果を踏まえ、１８年度概算要求に適切な反映を行った。

　　主な事例と反映状況は以下のとおり。

　１．　内閣官房人事管理システム運用経費

１７年度予算額 ３百万円
１６年度予算額 ３百万円
１５年度予算額 ３百万円
（反映状況）
執行実績がないことから概算要求を行わないこととした。

　２．　内閣衛星情報センター
　　　　　測定器の校正
　　　　　雑役務費

１７年度予算額 ９百万円
１６年度予算額 ９百万円 実績 ３百万円
１５年度予算額 ９百万円 実績 １百万円
（反映状況）
執行実績を踏まえ、積算内容の見直しを行った。
　（１８年度要求３百万円、対１７年度比△６百万円）

　３．　政府調達実績に関する年次報告書作成経費
　　　　　　印刷製本費

１７年度予算額 ７百万円
１６年度予算額 ７百万円 実績 ４百万円
１５年度予算額 ７百万円 実績 ４百万円
（反映状況）
政府調達に関する落札情報の年次報告書作成経費で執行実績を
踏まえ、積算内容を見直しを行った。
　（１８年度要求４百万円、対１７年度比△３百万円）

　４．　事務用品レンタル経費
　　　　　借料及び損料

１７年度予算額 ５百万円
１６年度予算額 ５百万円 実績 ２百万円
１５年度予算額 ５百万円 実績 ２百万円
（反映状況）
執行実績を踏まえ、積算内容を見直しを行った。
　（１８年度要求２百万円、対１７年度比△３百万円）




